
 

（記入例）コンテンツ制作シート 

https://docs.google.com/document/d/1Y68FYHuWPtX8XGZ6FEpf5tEwQcy79Cng/edit 

 

＜今回のクライアント情報＞ 

Q、ヒアリングシートのURLはどれですか？貼ってください。 

 ヒアリングシート(カタログサプリ）

Q、CV先はなんですか？ 

 新日本印刷

Q、表記揺れなどのレギュレーションがあれば下記にURLなどを記載ください。 

 

Q、その他注意事項はありますか？ 

 

Q、メディアの主張はなんですか？ありますか？ 

 

 

第1フェーズ「仮説を立てる」 
上位記事を見ずに、自分の頭でユーザーを捉えよう。​
※言葉の意味がそもそもわからないときは、言葉の意味を調べるためだけなら使用してOKです。 

作成者（氏名） 提出日 

小野寺裕子 / 

記事キーワード　（今回のお題） キーワードの検索数　（Googleの月間検索数） 

デジタルカタログ 作成  
※3桁未満は検索者のニーズが限定的で推測しや
すい 

※4桁以上は検索者が多いためニーズがバラバラ 

 
 

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1gWG9UfW8oosKo41BrLqmVpkVgWhXq-9el6GqM9N1hMI/edit?gid=1108602768#gid=1108602768
https://docs.google.com/document/d/1AcEbRTUShVK_xESF1v_p6Pu5tPGzjTUxHUK-Xn47s78/edit
https://docs.google.com/document/d/1Y68FYHuWPtX8XGZ6FEpf5tEwQcy79Cng/edit


 

step1-1.自分の頭でユーザーを妄想する​
CVになる、ならないは一切無視！どんな人間が存在するのか、可能性を模索する 

考えるポイント 記入欄 

 

Q、どんなユーザーが検索しそう？​
 ex）役職別、加害者or被害者、子供or親、入居者or大
家さん…色んなユーザーを考えてみましょう。 

デジタルカタログについて少し知識を得た 

これからつくってみようかと考えた 

マーケティング部門の管理者 

 

Q、今回のKWは「どんな感情」を感じますか？（フィー
リングでOK）​
怒り、喜び、悲しみ、恨み、焦り、ワクワク　など 

どうやったらつくれるのかな 

疑問 

 

Q、KWから思いつくシンプルなニーズは？最低3個は
上げましょう。 

デジタルカタログの作成方法って？ 

デジタルカタログを作成するにはどうしたらいい 

デジタルカタログを作成したい 

step1-2.検索するシチュエーションを妄想する 

考えるポイント 記入欄 

＜ヒント＞KWをしっかり分解して考えてみよう！

Q、なぜ、この人は検索しているのですか？​
検索するまでに、どんなできごとがあったのですか？ 

 

営業や受発注業務をおこなうなかで今の方法では手
間が多いと感じた 

もっと楽に持ち歩けたりいつでもどこでも見られるよう
な方法ないかな 

→何かのきっかけでデジタルカタログという存在を知る 

何それ？ 

→なんかよさそう。つくろう 

 
 



 

step1-3.実際のユーザー探しの旅にでる 
実際のユーザーの生態を確認する。URLだけ貼ってメモレベルでOK。きれいにしなくてよい。 

Ameblo：
https://search.ameba.jp/search/%E3%83%87%E3%82%B8%E3%82%BF%E3%83%AB%E3%82%AB%E3
%82%BF%E3%83%AD%E3%82%B0%20%E4%BD%9C%E6%88%90.html 

 

事例： 

知恵袋：デジタルカタログの作り方がわからない
https://chiebukuro.yahoo.co.jp/search?p=%E3%83%87%E3%82%B8%E3%82%BF%E3%83%AB%E3%82
%AB%E3%82%BF%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%80%80%E4%BD%9C%E6%88%90&fr=common-na
vi 

 

X（Twitter）： 

Youtube：作り方やツールの紹介 

https://www.youtube.com/results?search_query=%E3%83%87%E3%82%B8%E3%82%BF%E3%83%AB%
E3%82%AB%E3%82%BF%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%80%80%E4%BD%9C%E6%88%90 

​
業界に特化した掲示板： 

 

第2フェーズ「Web上の情報を調査し、自分の想像と比べる」 

 

今、この世にあるものが、すべてではないです！​
ないから自分で作るんだ！という気持ちで、いてください。 

上位サイトに書いてあることを軸に、自分にない気づきを得るのではありません。​
上記を踏まえて、自分の仮説を再検証しましょう！ 

 
 

https://search.ameba.jp/search/%E3%83%87%E3%82%B8%E3%82%BF%E3%83%AB%E3%82%AB%E3%82%BF%E3%83%AD%E3%82%B0%20%E4%BD%9C%E6%88%90.html
https://search.ameba.jp/search/%E3%83%87%E3%82%B8%E3%82%BF%E3%83%AB%E3%82%AB%E3%82%BF%E3%83%AD%E3%82%B0%20%E4%BD%9C%E6%88%90.html
https://chiebukuro.yahoo.co.jp/search?p=%E3%83%87%E3%82%B8%E3%82%BF%E3%83%AB%E3%82%AB%E3%82%BF%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%80%80%E4%BD%9C%E6%88%90&fr=common-navi
https://chiebukuro.yahoo.co.jp/search?p=%E3%83%87%E3%82%B8%E3%82%BF%E3%83%AB%E3%82%AB%E3%82%BF%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%80%80%E4%BD%9C%E6%88%90&fr=common-navi
https://chiebukuro.yahoo.co.jp/search?p=%E3%83%87%E3%82%B8%E3%82%BF%E3%83%AB%E3%82%AB%E3%82%BF%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%80%80%E4%BD%9C%E6%88%90&fr=common-navi
https://www.youtube.com/results?search_query=%E3%83%87%E3%82%B8%E3%82%BF%E3%83%AB%E3%82%AB%E3%82%BF%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%80%80%E4%BD%9C%E6%88%90
https://www.youtube.com/results?search_query=%E3%83%87%E3%82%B8%E3%82%BF%E3%83%AB%E3%82%AB%E3%82%BF%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%80%80%E4%BD%9C%E6%88%90
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1x2FXf-FaqUc8VBkBBg05xXkfqMZ-_ZonYMpffJ9uKr4/edit?gid=0#gid=0


 

step2-1.関連KWをみる​
※KWは打ち込むと大変なので、スクショでOKです。 

＜サジェストKW：Google検索窓でKW＋半角スペース＞ 

＜関連KW：検索下部＞ 

 

 

 

 

 

 

＜関連する質問＞ 

 
 



 

step2-2.コンテンツリサーチを行う 
そこまで時間をかけず、流し読みする。URLだけ貼ってメモレベルでOK。きれいにしなくてよい。 

強調スニペットがある場合はスクショを取って貼る 

 

 

 

タイトルとURL どんな要素が記載された記事か 

1位（URLで
Ohttps://www.aspicjapan.org/asu/article/366
26 

K） 

★書き出し：デジタルカタログ作成ツールのメリットやできること、料金、タ
イプ別の選び方とともにおすすめツールを紹介 

★1章の見出し：デジタルカタログ作成ツールとは？ 

2位（URLでOK） 

 

https://www.ebook5.net/ 

 

★書き出し： 

★1章の見出し： 

カタログ、マニュアル、雑誌、マンガ、フリーペーパー、会社案内
や企画書等 

企業やグループのWeb担当者向け 

3位（URLでOK） 

https://www.adobe.com/jp/creativecloud/busi
ness/teams/resources/how-to/catalog-design
.html 

 

★書き出し： 

★1章の見出し： 

商品の販売 

4位（URLでOK） 

https://smartdoc.jiinet.co.jp/122/ 

 

★書き出し：電子カタログを作成する際に便利なツールをご紹介 

★1章の見出し：電子カタログとは？ 

電子カタログの作成方法が分からない人向け 

 
 

https://lucy.ne.jp/bazubu/forced-sunipetto-41574.html
https://www.aspicjapan.org/asu/article/36626
https://www.aspicjapan.org/asu/article/36626
https://www.ebook5.net/
https://www.adobe.com/jp/creativecloud/business/teams/resources/how-to/catalog-design.html
https://www.adobe.com/jp/creativecloud/business/teams/resources/how-to/catalog-design.html
https://www.adobe.com/jp/creativecloud/business/teams/resources/how-to/catalog-design.html
https://smartdoc.jiinet.co.jp/122/


 

 

5位（URLでOK）
https://actibook.cloudcircus.jp/media/column/
e-book-free-technic 

 

 

 

 

★書き出し：無料で利用できる主要な電子カタログ作成ツールを
紹介し、それぞれの特長を詳しく解説します。 

★1章の見出し：電子カタログツールの概要 

step2-3.似ているKWと比較する　　　　　　　　　　　 

 

①ポイント ②記入欄​
今回のKWの「他の人はこちらも検索」から​

3つ選んで比較しましょう 

▼KWは「他の人はこちらも検索」から3つピックアップ 

▼みるところ 

・KW：デジタルカタログ 作成 無料 

・1位記事タイトル：電子(デジタル)カタログを無料で
作成する方法とは？おすすめツールと活用テクニック
を紹介 

・顕在ニーズ：デジタルカタログを無料で作成したい 

・KW：デジタルカタログ作成ツール 

・1位記事タイトル：デジタルカタログ作成ツール11
選。電子ブックの機能や費用は？ 

・顕在ニーズ：デジタルカタログ作成ツールはどれを
選べばいいの 

・KW：デジタルパンフレット 作成 無料 

・1位記事タイトル：電子(デジタル)カタログを無料で
作成する方法とは？おすすめツールと活用テクニック
を紹介 

・顕在ニーズ：デジタルパンフレットを無料で作成した
い 

 

 

 
 

https://actibook.cloudcircus.jp/media/column/e-book-free-technic
https://actibook.cloudcircus.jp/media/column/e-book-free-technic


 

⭐️他のKWとの違いを踏まえ、今回のKWについて改めて考えよう 

検索したきっかけ： 

営業や受発注業務をおこなうなかで今の方法では手間が多いと判断。 

もっと楽に持ち歩けたりいつでもどこでも見られるような方法ないかな 

→何かのきっかけでデジタルカタログという存在を知る 

何それ？ 

→なんかよさそう。つくろう 

社内で決まった。 

→じゃあ実際にデジタルカタログを作成するには？ 

顕在ニーズ：デジタルカタログの作成方法は？ 

なぜ上記のように判断したのか？根拠：デジタルカタログについてはある程度知識を得た上で、じゃあどうやっ
てつくるのか？と思い、作成に。 

ツールや依頼など、そこまでの知識はないので、作成と打ち込んだ 

step2-4.ユーザーの層を決めよう 
⭐️PVの視点（どっちが順位が上がりそうかな）でみた
ユーザーは… 

 

⭐️CVの視点（見込み客に繋がる、買ってくれるのは
どっちかな）でみたユーザーは… 

マーケティング部の部長のようなある程度決定権が

ある人 

🌟今回のターゲットユーザーは？ 

ユーザー：ある程度決定権がある人 

検索の背景：営業や受発注業務をおこなうなかで今の方法では手間が多いと社内で判断。 

もっと楽に持ち歩けたりいつでもどこでも見られるような方法ないかな 

 
 



 

→何かのきっかけでデジタルカタログという存在を知る 

何それ？ 

→なんかよさそう。つくろう 

社内で決まった。 

→で、デジタルカタログを作成するには？ 

リテラシー：デジタルカタログについては知見あり。 

作り方そこまで知識がないため、有料無料・依頼問わず、まずは作成に 

何に悩んでいる？：デジタルカタログを作成するにはどうしたらいい？ 

第3フェーズ「⭐️ペルソナを緊急度・重要度の高い人にする」 
ユーザーも多種多様… 
例）KW 離婚慰謝料 

 

複数のペルソナが考えられる場合は、深い悩みに
フォーカスしてみよう！ 

 

性別：男性 

年齢：50代 

地域：関東 

未既婚：未婚 

年収：450万 

Who：ペルソナはどんな人？​
役職は？親？子？裁判なら起こす側？起こされた側？ 

依頼されてデジタルカタログの作成をするWEB担当者 

When：いつ検索した？​
裁判の後？前？​
交通事故にあった直後？しばらくしてから？ 

社内でデジタルカタログの導入が決まり、作り方を見て
みて、といわれたあと 

What：きっかけは？ 営業や受発注業務担当者がデジタルカタログの導入
を打診してきた 

部長がそれを許可し、自分に作成の役割が来た 

Why：なぜ検索したの？ デジタルカタログは知っていても作り方がわからなかっ
た 

How：感情は？ どうやってつくるの？ 

 
 



 

わかんないな 

⭐️重要なポイント⭐️ 
「Google検索を行う1人の人間が​

この世に実在している！」 

 

例）​

 

第4フェーズ「⭐️ニーズを出す」 

step4-1.【⭐️顕在ニーズ】ユーザーが言語化できているニーズ​
KW以外の要素は入れない。シンプルにひとつだけ。 

＜ヒント＞例）KW「トイレ掃除 やり方」 

◯トイレ掃除のやり方を教えて。​
✖️トイレ掃除の正しいやり方を教えて。​
✖️トイレ掃除を綺麗にこなすやり方を教えて。　 

→「✖️」には、自分の主観が入ってしまっている。 

​
デジタルカタログを作成するには​
 

step4-2. 【⭐️目的】何のために検索したの？検索ユーザーは言語化できていない 

​
​
デジタルカタログを作成する方法を知りたい 

どんなツールを使うのか、無料でできっるの可、など

まったくわかっていないので知りたい 

step4-3. 【⭐️願望】ユーザーの願望は？ 

＜ヒント＞例えば… 

手間を削減したい / 金額を増やしたい /金額を減らした
い / 簡単にやりたい /  

一瞬でぱっと見で判断したい / 失敗したくない / 説得力
あるもので上司を納得させたい / ステータスを得たい / 

世間から後ろ指を刺されたくない / 安全に行いたい / 最
高の思い出にしたい / 後悔したくない /  

デジタルカタログの作成方法を知って、つくりたい 

 
 



 

コスパ最高のものが良い / 二度と同じ目に遭いたくない 
/ 時間を短縮したい / 5倍効率化したい　など 

step4-4. 【⭐️潜在ニーズ】どんな情報があればよい？ 

＜ヒント＞​
・一瞬で行動できるような情報（フローチャート、stepでの
手順、図解、タイムスケジュール）​
・納得できるような強烈な根拠（論文やアンケート、裁判
例、成功事例）​
・成功者の体験から紐解く成功のコツ​
・文字でみてもわからないもの＝写真で表現 

 

デジタルカタログの作成方法・手段 

ツール 

無料・有料 

デジタルカタログの自社にあった種類の選び方 

第5フェーズ「⭐️コンテンツのゴールと最高の結果を決める」 

step5-1.最高の結果とコンテンツのゴールをきめる 

＜ヒント＞沖縄 シュノーケリングの場合​
ユーザーの現状：沖縄のシュノーケリングスポットを模索している（家族、カップル、学生旅行さまざま）​
コンテンツのゴール：沖縄のシュノーケリングスポットの行き先を決定できる​
→「どこに行くか決めたい（次のアクション＝予約をとる）」のだから、「結局どこにしたらいいか迷っちゃった。（別
の記事を見に行ってしまった、SNSや口コミを見に行ってしまった）」となると、作ったコンテンツの価値はない。​
ユーザーが行動できないと意味がない。​
​
最高の結果：「自分が」「最高に楽しい記憶になる」沖縄のシュノーケリングスポットの行き先を決定できる​
→実際に行くとなると、「がっかり」体験も多い。人が多かった、真栄田岬から自力で階段降りて行く方法（ビーチ
エントリー）で、シュノーケルする前から疲れた…。​
「単にシュノーケリングスポットを決める（まあ、ここがよさそうだし、ここでいいか）」のではなく、​
「最高に楽しめる（嫌な思いはしないし、魚やサンゴもきれいなスポットを満喫できる）シュノーケリングスポットを

決める」までを目指すイメージ。 

ユーザーの現状（検索している目的） デジタルカタログの作成方法を知りたい 

コンテンツのゴール デジタルカタログの作成方法を知り、つくりはじめる 

最高の結果：ゴールがどうなったら一番よい？ 

＜ヒント＞行動後の幸福度のMAX値を目指す​
10倍に増やせる​
10倍に短縮できる​
最高の行き先にいける（がっかりしないのは当たり前。そ
のうえで「最高に楽しい」「感動した」行き先にいける） 

デジタルカタログの作成方法を知り、つくる 

→自分で？委託？ 

→自社にぴったりのものをつくれる 

 
 

https://activityjapan.com/feature/okinawa-bluegrotto-disappoint/


 

目標​
ゴールと最高の結果を踏まえてどこまで目指す？ 

記事を読めば自社に合うデジタルカタログの作成方法

がわかり、ベストな方法で取りかかれる。 

値段だけでなくどの方法が自社にとっていいのかわか

る 

step5-2.記事の売りや主張を決める 

記事の結論となる主張​
絶対やった方がいい！正直おすすめできない！大勢
やっている！的なアンケートやデータの根拠はだせそ
う？ 

デジタルカタログの作成はこんな手段がある 

「専用のツールを使う方法」と「作成代行サービスを使

う方法」の2通り 

ユーザーに与えられる気付き​
ぶっちゃけ「XXX」がないとほぼ失敗する！正直XXXの
人はやらないほうがよし！的なことはいえそう？ 

デジタルカタログの作成は値段だけでなくサポートの

手厚さを重視する 

他の記事にはない売り​
動画で見せられない？写真はない？よくわからない概
念を図解にできそう？ 

「専用のツールを使う方法」と「作成代行サービスを使

う方法」のどちらが自社に合っているか決められる 

第6フェーズ「⭐️目次を作る」 
1. デジタルカタログを作成するには2通りの方法がある 
 

●​ 専用のツールを使う方法 
●​ 作成代行サービスを使う方法 

 
2. デジタルカタログを作成するときに専用のツールを使う方法 
原本データを用意・PDF化する 
PDFをデジタルカタログ化する 
編集・デザインをおこなう 
 
3.デジタルカタログを作成するときに 作成代行サービスを使う方法 
3-1. 見積もり依頼をする 
3-2. サンプル作成をしてもらう 
3-3. PDFデータを用意する 
3-4. 完成データが納品されたらアップロードする 
 
4. デジタルカタログを作成する費用 
専用のツールを使う方法 
作成代行サービスを使う方法 
 
5. 自社に合ったデジタルカタログの作成方法を決めよう 
 
6. どの方法を選んでもデジタルカタログの作成ではサポートの充実さが大切 
 
7. まとめ 

●​ アイキャッチ 
●​ まとめ 
●​ 画像挿入 

がまだの場合は、ライターさんが、事前にコメントをいれていただけるとありがたいです。 

・デジタルカタログの作成に最適なツール・代行サービス18選を紹介 

・デジタルカタログの作成ツール・サービス18選！最適な方法を選ぼう 
 
 



 

・デジタルカタログの作成ツール・代行サービスを選ぶならこの18選！ 

 

デジタルカタログ作成ツール・サービス18選！各社
の強みを徹底解説 

 

「デジタルカタログってどんな手段で作成すればいい？自社にぴったりの作成方法ってなんだろう」 

「デジタルカタログを作成できるツールやサービスってどんなものがあるの？特徴を比較したい」 

デジタルカタログを作成するにはツールを用いたり、代行サービスを利用したりする方法があります。 

本記事では、操作が簡単でパソコン操作を熟知していない方でも扱いやすいデジタルカタログの作成ツールや、
手間やコストを抑えて作成を依頼できる代行サービスを計18選ご紹介します。 
 

【デジタルカタログの作成ツール・代行サービス計18選】 
 

デジタルカタログを無料で作成できるおすすめのツール6選 

ActiBook 会員限定サイトや社員向けサイトを構築できる 

Canva テンプレートが豊富で初心者利用におすすめ 

Visme 視覚化させたいデータがたくさん企業向け 

 
 



 

ラクスル オンラインデザイン 自動チェック機能でミスなく作成できる 

パワポン 使い慣れたPowerPoint形式でデジタルカタログを作れる 

Vista Create SNSを利用しているならサイズ合わせが簡単でおすすめ 
 

デジタルカタログを作成するときのおすすめ有料ツール6選 

AirLibro HTML5だから表現の自由度の高いデジタルカタログを作成
できる 

meclib 紙のように手書きでメモを書き込める 

FLIPPER U2 操作が簡単だからマニュアルがなくても操作できてしまう 

ebook5 「どこが、どのくらい見られているか」がわかる！ 
ヒートマップ解析で容易に解析できる 

SimplePage 効率を重視するならAI機能が充実していておすすめ 

おりこうブログ 電話の応答率98.3％！サポート体制が充実している 
 

デジタルカタログの作成代行サービスおすすめ6選 

新日本印刷株式会社 業務効率の改善を目指すなら体感は2倍以上の
WONDERCART（ワンダーカート）がおすすめ 

デジタルベリー 3つのデジタルカタログを取り扱う代行サービス！ 
好みのデジタルカタログを選べる 

研文社 無償でサンプルを提供してもらえるから事前にしっかり質感を
チェックできる 

ロゴスウェア 安心材料が充実しているデジタルカタログを選びたい企業に
おすすめ 

トリックスター 手間なくデジタルカタログを作成できる 

デジサク 早く低価格なのに代行を依頼できる！ 
 

ただ、デジタルカタログを作成するにあたって、自社はツールを使えばいいのか、代行サービスを使えばいいの
かすら判断しかねている方もあるでしょう。 

また、ツールか代行サービスかは決まっても、自社に最適なツール・サービスがどれなのか迷ってしまう…という
場合もあるはずです。 

本記事では、作成ツール・代行サービスのどちらが適しているのか、またさらにその中でどの作成方法が自社に
合っているのかを判断できるよう、それぞれの強みをわかりやすく解説しています。 

デジタルカタログをどう作成するのか、お悩みの方は本記事ぜひ読み進めて、自社にぴったりの作成方法を決
めてしまいましょう。 

 

 
 



 

1. デジタルカタログを作成できるツール・代行サービス一覧 

 
 
デジタルカタログを作成できるおすすめツール・サービスは以下の通りです。 
 

デジタルカタログを無料で作成できるおすすめのツール6選 

ActiBook 会員限定サイトや社員向けサイトを構築できる 

Canva テンプレートが豊富で初心者利用におすすめ 

Visme 視覚化させたいデータがたくさん企業向け 

ラクスル オンラインデザイン 自動チェック機能でミスなく作成できる 

パワポン 使い慣れたPowerPoint形式でデジタルカタログを作れる 

Vista Create SNSを利用しているならサイズ合わせが簡単でおすすめ 
 

デジタルカタログを作成するときのおすすめ有料ツール6選 

AirLibro HTML5だから表現の自由度の高いデジタルカタログを作成
できる 

meclib 紙のように手書きでメモを書き込める 

FLIPPER U2 操作が簡単だからマニュアルがなくても操作できてしまう 

ebook5 「どこが、どのくらい見られているか」がわかる！ 
ヒートマップ解析で容易に解析できる 

SimplePage 効率を重視するならAI機能が充実していておすすめ 

おりこうブログ 電話の応答率98.3％！サポート体制が充実している 
 
 
 



 

デジタルカタログの作成代行サービスおすすめ6選 

新日本印刷株式会社 業務効率の改善を目指すなら体感は2倍以上の
WONDERCART（ワンダーカート）がおすすめ 

デジタルベリー 3つのデジタルカタログを取り扱う代行サービス！ 
好みのデジタルカタログを選べる 

研文社 無償でサンプルを提供してもらえるから事前にしっかり質感
をチェックできる 

ロゴスウェア 安心材料が充実しているデジタルカタログを選びたい企業に
おすすめ 

トリックスター 手間なくデジタルカタログを作成できる 

デジサク 早く低価格なのに代行を依頼できる！ 
 
ここでは、計18のツール・サービスを以下のように分類し、それぞれの特徴やおすすめのケースについて解説し
ます。 
 
・デジタルカタログを無料で作成できるおすすめのツール6選 
・デジタルカタログを作成するときのおすすめ有料ツール6選 
・デジタルカタログの作成代行サービスおすすめ6選 
 
順番に詳細を見て、まずは自社が無料／有料ツールや代行サービスのうち、どれを利用するのか決めましょう。 
 

1-1. デジタルカタログを無料で作成できるおすすめのツール6選 
 デジタルカタログを無料で作成できる、おすすめのツール6選は以下です。 
 

デジタルカタログを無料で作成できるおすすめのツール6選 

会員限定サイトや社員向けサイトを構築したいならActiBook 
初心者が利用するならテンプレートが豊富なCanva 
視覚化させたいデータがたくさんあるならVisme 
自動チェック機能でミスなく作成するならラクスル オンラインデザイン 
使い慣れたPowerPoint形式で作るならパワポン 
SNSを利用しているならサイズ合わせが簡単なVista Create 

 
デジタルカタログを無料で作成できるツールは、とりあえずデジタルカタログを作ってみたい！という企業におす
すめです。 
 
無料なので気軽に作れ、テンプレートを使用するものが多いことから使い方がわかりやすく、パソコン操作に自
信がない場合でも作成しやすいでしょう。 
 
できることとしてはデジタルカタログツールにもよりますが、以下のように、基本的な操作が主です。 
 
・テンプレートの利用 
・画像やテキストの挿入 
・ページの追加や削除 
・リンクや動画の組み込み 
 
主要な機能はそろっているのでデジタルカタログの運用には困らないですが、24時間対応可能なカスタマーセン
ターのようなサポートはさほど充実していません。 
 

 
 



 

そのため、常にサポートを受けられるとは限らない点は理解しておきましょう。 
 
まずはデジタルカタログがどのようなものなのか試しに運用してみたいときに、無料のツールはおすすめです。 
 

1-2. デジタルカタログを作成するときのおすすめ有料ツール6選 
デジタルカタログを作成するときのおすすめ有料ツール6選は、以下のとおりです。 
 

デジタルカタログを作成するときのおすすめ有料ツール6選 

表現の自由度の高いデジタルカタログを作成するならHTML5のAirLibro 
紙のように手書きでメモを書き込みたいならmeclib 
マニュアルがなくても大丈夫！操作が簡単なデジタルカタログならFLIPPER U2 
「どこが、どのくらい見られているか」がわかる！解析の容易さならヒートマップ解析ができるebook5 
AI機能充実！効率を重視するならSimplePage 
電話の応答率98.3％！サポート体制の充実を重視するならおりこうブログ 

 
有料ツールは無料のツールでできることに加え、以下のような機能が付属しています。 
 
・テンプレートの利用 
・画像やテキストの挿入 
・ページの追加や削除 
・リンクや動画の組み込み 
・サポートの充実 
・解析ツール 
・データ容量の充実 
・デジタルカタログの仕様に特化 
 
まず有料の場合はサポートが充実しているので、運用に困ったときに相談できる点は助かるでしょう。 
 
また、デジタルカタログ専用のツールであることも多いので、ページの表示時間やめくる感覚など、仕様が最適
化されているケースが多いです。 
 
有料ツールは細やかな機能が無料ツールよりも多いので、デジタルカタログの作成時間がしっかり取れて本格
的な運用をしたい企業におすすめです。 
 

1-3. デジタルカタログの作成代行サービスおすすめ6選 
デジタルカタログの作成代行サービスおすすめ6選は、以下のとおりです。 
 

デジタルカタログの作成代行サービスおすすめ6選 

体感は2倍以上！業務効率の改善を目指すなら新日本印刷株式会社のWONDERCART（ワンダーカー
ト） 
3つのデジタルカタログを取り扱う代行サービス！好みのデジタルカタログを選べるデジタルベリー 
無償でサンプルを提供してもらえる！事前にしっかり質感をチェックしたいなら研文社 
安心材料が充実しているデジタルカタログを選ぶならロゴスウェア 
手間なくデジタルカタログを作成するならトリックスター 
低価格なのに代行を依頼できる！安く、早くならデジサク 

 
本格的なデジタルカタログを作成したいけれど時間が取れない場合や、社内に任せられる担当者がいない場合
は、代行サービスがおすすめです。 
 
「デジタルカタログの素材（画像・製品情報など）を準備するだけでOK」の代行サービスがほとんどなので、手間
なく作成できます。 
 

 
 



 

基本的に作成代行サービスの場合は、企業からヒアリングをし、要望に応じてデジタルカタログを作成するので、
以下のように多方面でサポートしてもらえます。 
 
・画像やテキストの挿入 
・ページの追加や削除 
・リンクや動画の組み込み 
・随時サポート 
・解析 
・利用端末に合わせた表示の最適化 
・セキュリティ面の強化 
 
次の章からは各デジタルカタログの作成ツール・サービスについて1つひとつ紹介していきますので、ぜひご覧く
ださい。 
 

2. デジタルカタログを無料で作成できるおすすめのツール 

 
 
デジタルカタログを無料で作成できるおすすめのツールは、以下6つです。 
 

デジタルカタログを無料で作成できるおすすめのツール6選 

会員限定サイトや社員向けサイトを構築したいならActiBook 
初心者が利用するならテンプレートが豊富なCanva 
視覚化させたいデータがたくさんあるならVisme 
自動チェック機能でミスなく作成するなら！ラクスル オンラインデザイン 
使い慣れたPowerPoint形式で作るならパワポン 
SNSを利用しているならサイズ合わせが簡単なVista Create 

 
さっそく1つずつ見ていきましょう。 
 
 
 



 

2-1. 会員限定サイトや社員向けサイトを構築したいならActiBook 

 
出典：ActiBook 
 

ActiBook 詳細 

概要 PDF化したカタログやパンフレットをドラッグしてアップロードするだけで、
PDF・動画・officeファイルのデジタルカタログを作成できる。 

フリープラン 
デジタルカタログの作成は50MB・3冊まで。 
ユーザーがカタログを閲覧したログの保存期間は31日。 
有料プランとほぼ同じ機能を利用できる。 

有料プラン 
※料金は要問い合わせ 

5GB～、冊数無制限でデジタルカタログを作成できる。 
ユーザーがカタログを閲覧したログの保存期間は2年。 

 
ActiBookは、会員限定サイトや社員向けサイトを構築し、その中でデジタルカタログを公開できるという特徴があ
ります。 
 
デジタルカタログを作成するときに、試作段階の商品や今後公開予定の商品など、誰でも閲覧できる状態にして
おきたくない資料もなかにはあるでしょう。 
 
このような場合にActiBookなら、資料の閲覧制限をかけられるので便利です。 
 
フリープランでもActiBookは有料プランとほぼ変わらない機能を利用できるので、まずはお試しでデジタルカタ
ログの作成ツールを使ってみたいという方にも向いています。 
 

ActiBookを試してみたい方はこちらをクリック 
 
 

2-2. 初心者が利用するならテンプレートが豊富なCanva 

 
出典：Canva 
 

 
 

https://actibook.cloudcircus.jp/lp02/?utm_source=google&utm_medium=cpc&utm_campaign=opt-actibook-name&utm_content=name&gad_source=1&gclid=Cj0KCQjwpP63BhDYARIsAOQkATYCokCWWEMdEQpGdfpWtb8OPMD7vJUEJuiMTDQecPJgWM0mZv5GjbYaAkz_EALw_wcB
https://actibook.cloudcircus.jp/lp02/?utm_source=google&utm_medium=cpc&utm_campaign=opt-actibook-name&utm_content=name&gad_source=1&gclid=Cj0KCQjwpP63BhDYARIsAOQkATYCokCWWEMdEQpGdfpWtb8OPMD7vJUEJuiMTDQecPJgWM0mZv5GjbYaAkz_EALw_wcB
https://actibook.cloudcircus.jp/lp02/
https://www.canva.com/


 

Canva 詳細 

概要 既存のテンプレートを使用してカタログ作成ができるので、自分で1からデザインを作成
せずに簡単に作れる。 

フリープラン 
Canva上にデータを保存できる容量は5G、フォルダーは2つまで。 
ほとんどの機能を無料で利用できる。 
無料で使用できるテンプレートの素材に制限がある。 

有料プラン 

月契約：1,500円/月 
年契約：12,000円/年 
Canva上にデータを保存できる容量は1T、フォルダーは無制限。 
テンプレートはすべて無料で利用できる。 

※2024年10月現在の価格です。 
 
Canvaはテンプレートを使用すれば簡単にデジタルカタログを作成できるので、初心者向きのツールです。 
 
デジタルカタログを作成するときは以下のように、豊富なテンプレートの中から使用したいものを選択します。 
 

 
出典：Canva 
 
気に入ったテンプレートをクリックして、「このテンプレートをカスタマイズ」を選択します。 
 

 
 

https://www.canva.com/
https://www.canva.com/


 

 
 
編集画面に遷移するので以下のようにテンプレートの内容を、作成したいデジタルカタログの内容に作り替える
ことができます。 
 

 
 



 

 
 
たとえばケーキを取り扱う企業なら、以下のようなデジタルカタログが5分もあれば作れてしまいます。 
 

 
 



 

 
 
Canvaならフリープランでもさまざまなテンプレートがあり、フォントも自由に選べるので自社に合ったデジタルカ
タログを作成できます。 
 
初めてデジタルカタログを作る人でも、操作に迷うことはほぼありません。 
 
有料プランにしても月1,500円（税込）と大きな金額はかからないため、より多くの容量かつテンプレートを使用し
たいと感じたら切り替えてもいいでしょう。 
 
 

Canvaを試してみたい方はこちらをクリック 
 

 
 

https://www.canva.com/


 

2-3. 視覚化させたいデータがたくさんあるならVisme 

 
出典：Visme 
 

Visme 詳細 

概要 

テンプレートを使用して、デジタルカタログを作成できる。 
 
データの視覚化することが得意で、動画やアニメーションを簡単に挿入できる。 
 
細かな数値をグラフや図にできるので、顧客へわかりやすいデジタルカタログを作れる。 

フリープラン 

テンプレートの種類は限定されるものの、デジタルカタログの作成に必要な機能は使用でき
る。 
 
作成できるデジタルカタログの数に制限はないが、利用可能な容量は500MBまで。 

有料プラン 
 

Starter：$12.25 
Pro：$24.75 
 
有料プランにするとサポートを24時間受けられたり、容量が1～5GBに増加したりするので
使い勝手が良くなる。 

※2024年10月現在の価格です。 
 
Vismeは視覚的な情報を盛り込んだカタログの作成に向いています。 
 

 
 

https://qeee.jp/magazine/articles/41031#sub_8
https://qeee.jp/magazine/articles/41031#sub_8


 

 
 
ただ数字が羅列されているようなカタログは見づらく、どれだけいい商材であったとしても顧客が見せられたとき
に善し悪しをすぐに判断することは難しいです。 
 
しかしVismeを使用すると以下のようなグラフを数秒で作成したり、音声を盛り込んだりできるので顧客が目で見
てわかりやすいデジタルカタログになります。 
 

 
出典：Visme 
 

 
 

https://qeee.jp/magazine/articles/41031#sub_8


 

 
出典：Visme 
 
作成したデジタルカタログはそのまま添付して顧客に送れ、パスワードによる保護や暗号化URLも可能です。 
 
複雑なデータの多い企業なら視覚化させられるVismeが向いているでしょう。 
 
 

Vismeを試してみたい方はこちらをクリック 
 

2-4. 自動チェック機能でミスなく作成するならラクスル オンラインデザイン 

 
出典：ラクスル オンラインデザイン 
 

 詳細 

概要 

ダウンロードが必要ないWebブラウザから使用できるデジタルカタログ作成ツール。 
 
すべてが無料のテンプレート、4,000点以上の中から組み合わせてデジタルカタログの
作成ができる。 

 
ラクスル オンラインデザインは有料プランのない、すべてが無料で利用できるデジタルカタログ作成ツールで
す。 
 
テンプレートを使用しながらデジタルカタログを作成できる点は、ほかの作成ツールとあまり変わりはありませ
ん。 
 
しかし大きな特徴として自動チェック機能が付いており、ミスが起こりそうな箇所に指摘が入るので、安心して作
成できます。 

 
 

https://qeee.jp/magazine/articles/41031#sub_8
https://qeee.jp/magazine/articles/41031#sub_8
https://design.raksul.com/?_gl=1*18s4s2w*_gcl_au*MTMyODExODczMi4xNzI4MDc5MjU0*_ga*MTM5NDYyNTIyMC4xNzI4MDc5MjU0*_ga_YXMZ3ENTSY*MTcyODEwNjc1My4zLjEuMTcyODEwNjgyMC42MC4wLjA.
https://design.raksul.com/?_gl=1*18s4s2w*_gcl_au*MTMyODExODczMi4xNzI4MDc5MjU0*_ga*MTM5NDYyNTIyMC4xNzI4MDc5MjU0*_ga_YXMZ3ENTSY*MTcyODEwNjc1My4zLjEuMTcyODEwNjgyMC42MC4wLjA.


 

 
以下はラクスル オンラインデザインで紹介している自動チェック機能の例で、文字が見切れてしまったり、小さす
ぎたりしているため指摘が入っています。 
 

 
出典：ラクスル オンラインデザイン 
 
 
もちろんデザインの意図としてなら指摘箇所を無視することもできるので安心してください。 
 
ラクスル オンラインデザインなら、自身では気づきにくいミスを効率よく減らせるので、スピーディにデジタルカタ
ログの作成ができます。 
 

ラクスル オンラインデザインを試してみたい方はこちらをクリック 
 

2-5. 使い慣れたPowerPoint形式で作るならパワポン 

 
出典：パワポン 
 

パワポン 詳細 

 
 

https://design.raksul.com/?_gl=1*18s4s2w*_gcl_au*MTMyODExODczMi4xNzI4MDc5MjU0*_ga*MTM5NDYyNTIyMC4xNzI4MDc5MjU0*_ga_YXMZ3ENTSY*MTcyODEwNjc1My4zLjEuMTcyODEwNjgyMC42MC4wLjA.
https://design.raksul.com/
https://ppon.askul.co.jp/


 

概要 
ダウンロードしたテンプレートをPowerPointで編集して、デジタルカタログを作成する。 
 
※アスクルのネット印刷「パプリ」のパプリ会員への登録が必要（無料） 

 
パワポンには有料プランはなく、すべての操作を無料でおこなえ、テンプレートをPowerPointで編集してデジタル
カタログを作成します。 
 
デジタルカタログを作成するにあたって、パソコンスキルに自信がない方もいるかもしれませんが、PowerPoint
なら使ったことがあるという方は多いのではないでしょうか。 
 
事実、ソースネクスト株式会社が実施したアンケート調査では、500人中PowerPointの使用経験がない方は24
人、全体の4.8%とほとんどいませんでした。 
※出典：ソースネクスト株式会社 「新社会人のパソコンスキルに関する意識調査」 
 
これまでの経験でPowerPointを使ったことがある人なら、パワポンの操作性は心配なく、スムーズにデジタルカ
タログを作成できるでしょう。 
 
 

パワポンを試してみたい方はこちらをクリック 
 

2-6. SNSを利用しているならサイズ合わせが簡単なVista Create 

 
出典：Vista Create 
 

Vista Create 詳細 

概要 

15万点の中からテンプレートを選択して、カスタマイズしながらデジタルカタログを作成す
る。 
 
Web広告やSNSに合わせた仕様が豊富。 

フリープラン ストレージは10GBまで。 

有料プラン 
 

Pro：月$10 
ストレージは無制限。 
プレミアムテンプレートや高速ダウンロードなどができるようになる。 

 
 
 

https://ppon.askul.co.jp/
https://sourcenext.co.jp/~/media/Files/cojp/pr/sozai/2009/2009021002.pdf
https://ppon.askul.co.jp/
https://create.vista.com/ja/


 

Vista CreateはデジタルカタログをSNSに活用したいという企業におすすめです。 
 
テンプレートを選択するときに以下のようなさまざまなSNSに合わせたサイズ設定ができるので、自身で細かく調
整する必要がありません。 
 

 
出典：Vista Create 
 
以下のように若干規定サイズが異なるInstagramやFacebookでも、フォーマットがもともとあるためすぐに商品画
像を入れるだけでカタログができてしまいます。 
 
【Instagram：アスペクト比1.91:1～1:1が目安】 
 

 
 

https://create.vista.com/ja/
https://create.vista.com/ja/


 

 
出典：Vista Create 
 
【Facebook：アスペクト比1.91:1～9:16が目安】 
 

 
 

https://create.vista.com/ja/


 

 
出典：Vista Create 
 
あらゆる企業においてSNSを利用した商品の宣伝が一般的におこなわれているため、このような手間を省きな
がらデジタルカタログの作成ができる点はVista Createの大きな魅力といえるでしょう。 
 

Vista Createを試してみたい方はこちらをクリック 
 

 
 

https://create.vista.com/ja/
https://create.vista.com/ja/


 

3. デジタルカタログを作成するときのおすすめ有料ツール 

 
 
先ほどは無料の専用ツールを紹介しましたが、ここからはより本格的で幅広い機能が使用できる有料ツールを
紹介していきます。 
 
デジタルカタログを有料で作成するときのおすすめツールは、以下6つです。 
 

デジタルカタログを作成するときのおすすめ有料ツール6選 

表現の自由度の高いデジタルカタログを作成するならHTML5のAirLibro 
紙のように手書きでメモを書き込みたいならmeclib 
マニュアルがなくても大丈夫！操作が簡単なデジタルカタログならFLIPPER U2 
「どこが、どのくらい見られているか」がわかる！解析の容易さならヒートマップ解析ができるebook5 
AI機能充実！効率を重視するならSimplePage 
電話の応答率98.3％！サポート体制の充実を重視するならおりこうブログ 

 
順番に見ていきましょう。 
 

 
 



 

3-1.  表現の自由度の高いデジタルカタログを作成するならHTML5のAirLibro 

出典：AirLibro 
 

AirLibro 詳細 

概要 

デジタルカタログにしたいファイルをPDF化、アップロードによって作成できる。 
 
HTML5によって動画や音楽といった、紙にはないデジタルカタログならではの表
現が可能。 

料金 月額 9,680円(税込)～ 
データ容量によって料金は変動 

無料トライアル あり 
14日間 

※2024年10月現在の価格です。 
 
AirLibroはHTML5（2024年現在はHTML Living Standard）というプログラミング言語をAirLibroは使用しており、
あらゆる表現をWebの画面上に作り上げられます。 
 

HTML5の採用によってできること 

・動画や音声、グラフィックの描写が簡単にできる 
・マルチデバイスに対応しており、スマートフォンでのコンテンツ表示がスムーズにできる 

 
たとえば動画によって商品の魅力を詳細に伝えるだけでなく、本をめくるような操作性を盛り込んで紙カタログの
ようなわくわく感を与えることも、AirLibroならできてしまいます。 
 
もちろん、これだけ魅力的な操作ができれば「使い方が難しいのでは？」と感じる方もいるかもしれません。 
 
しかしAirLibroは専用ソフトを使わずブラウザ上で、以下3STEPでデジタルカタログを作成できます。 
 

1. デジタルカタログのタイトル登録 
2. デジタルカタログにするファイルのPDF化 
3. デジタルカタログを公開 

 
操作性も良く、高品質なデジタルカタログを作成したいならAirLibroがおすすめです。 
 

 
 

https://www.ndensan.co.jp/airlibro/index.html
https://www.ndensan.co.jp/airlibro/index.html


 

AirLibroを試してみたい方はこちらをクリック 
 

3-2. 紙のように手書きでメモを書き込みたいならmeclib 

 
出典：meclib 
 

meclib 詳細 

概要 

デジタルカタログにしたいファイルをPDF化、ドラッグ・ドロップによって作成できる。 
 
利用人数の制限はなくクラウドのため、社内のどのパソコンからでもあらゆる部署か
らアクセスできる。 

料金 

初期費用33,000円～ 
月額11,000円(税込)～ 
データ容量によって料金は変動。 
料金の高いプランになると管理機能がより充実。 

無料トライアル あり 
30日間 

※2024年10月現在の価格です。 
 
meclibには、紙カタログのように書き込める「ペン機能」があります。 
 

 
 

https://www.ndensan.co.jp/airlibro/index.html
https://www.digitalbook-meclib.jp/
https://www.digitalbook-meclib.jp/


 

 
出典：meclib 
 
デジタルカタログを顧客に資材として提供するだけでなく、営業時に商談で使用するケースも多いでしょう。 
 
meclibならデジタルカタログの好きなページに四角や丸で囲んだり、アンダーラインを引いたりといった書き込み
を自由におこなえます。 
 
そのためアピールしたい箇所が視覚的に強調され、閲覧する人にとってわかりやすく情報提供できます。 
 
紙カタログならではの特徴を残しつつ、動画や画像・音声・Googleマップなどあらゆるコンテンツを掲載できるデ
ジタルカタログのメリットもmeclibは兼ね備えているのです。 
 
無料トライアルは30日と長期的に使用できるので、meclibが気になった方はまず試してみてはいかがでしょう
か。 
 

meclibを試してみたい方はこちらをクリック 
 

3-3. マニュアルがなくても大丈夫！操作が簡単なデジタルカタログならFLIPPER U2 

 
出典：FLIPPER U2 
 

FLIPPER U2 詳細 

 
 

https://www.youtube.com/watch?v=FGpMEgcQ5kU
https://www.digitalbook-meclib.jp/
https://suite.logosware.com/flipper-maker/


 

概要 
デジタルカタログにしたいファイルをPDF化、ドラッグ・ドロップによって作成できる。 
 
PDFの紙面にリンク設定してある場合は、自動的に適用されるので便利。 

料金 
4,600円(税込)～ 
8種の販売プランがあり、料金の幅が広い。 
>FLIPPER U2のプラン 

無料トライアル あり 
30日間 

※2024年10月現在の価格です。 
 
FLIPPER U2はマニュアルを隅々まで読み込まなくても、直感的に操作できるよう作られたデジタルカタログ作成
ツールで作り手が非常に作りやすいです。 
 
「誰にでも使いやすく」と考えられて作られたFLIPPER U2は、先進のユーザーインターフェースを採用していま
す。 
 
ユーザーインターフェースとは直訳すればユーザーと製品の接点を意味し、簡単にいうと使い勝手の良さのこと
です。 
 
たとえば優れたユーザーインターフェースでは、ユーザーが操作するにあたって以下のような配慮がなされてい
ます。 
 

どこをどう触ればいいか視認性が高い：ボタンの配置、レイアウトなど 
文字が読みやすい：フォントの選び方の工夫 
スムーズに反応する：音声が出る、画面が推移するなど 

 
ユーザーインターフェースにこだわることによって、FLIPPER U2はぱっと目で見てすぐに操作に移れるよう作ら
れているのです。 
 
またデジタルカタログ作成ツールの種類によっては素材PDFの規定が細かく、デジタルカタログにしたいPDFの
準備段階で手間が必要になるケースも少なくありません。 
 
しかしFLIPPER U2は、PDFの規定による影響を最小限に留めています。 
 
そのため以下のように他のツールでは異なった画像になってしまうことがあっても、FLIPPER U2ならもとのPDF
どおりに変換できます。 
 

 
 

https://suite.logosware.com/flipper-maker/price/#pricelist02
https://suite.logosware.com/flipper-maker/


 

 
出典：FLIPPER U2 

 
出典：FLIPPER U2 
 
画面が美しく、高機能なデジタルカタログ作成ツールがあったとしても、使いこなせなければ思うようなデジタルカ
タログは仕上がりません。 
 
FLIPPER U2ならデジタルカタログの作り手の使いやすさを考慮して、操作性を徹底的に高めているため、安心

 
 

https://suite.logosware.com/flipper-maker/hikaku/conversion/
https://suite.logosware.com/flipper-maker/hikaku/conversion/


 

して利用できるでしょう。 
 

FLIPPER U2を試してみたい方はこちらをクリック 
 

3-4. 「どこが、どのくらい見られているか」がわかる！解析の容易さならヒートマップ解析
ができるebook5 

 
出典：ebook5 
 

 詳細 

概要 

デジタルカタログにしたいファイルをPDF化、アップロードすると作成でき、3分ほどで
完成。 
 
画面の表示スピードも早く、3秒かからない。 

料金 550円(税込)～ 

無料トライアル あり 
1冊のみ50MBまで 

※2024年10月現在の価格です。 
 
ebook5は51,000件以上の導入実績を誇る、多くの企業が採用しているデジタルカタログ作成ツールです。 
 
解析機能が充実しており、上位プランのビジネス10（税込5,500/月）を利用すると、ヒートマップ解析で「どこが、
どのくらい見られているか」がわかります。 
 

 
 

https://suite.logosware.com/flipper-maker/
https://www.ebook5.net/
https://www.ebook5.net/


 

 
出典：ebook5 
 
ヒートマップの見方は、ヒートマップを見たいデジタルカタログの画像をクリックし、「ヒートマップ」ボタンを選択す
るだけです。 
 
すると以下のような色分けされたヒートマップ画面が表示されます。 

 
出典：ebook5 
 
座標や閲覧時間、拡大率などさまざまな情報をもとに、ユーザーの関心度が高いほど赤く、低ければ青に近い
色で表示されます。 
 
解析できるデジタルカタログ作成ツールはよくありますが、ただ数字だけで画面表示されるとわかりにくいと感じ
る方は多いでしょう。 
 
 
 

https://www.ebook5.net/
https://www.ebook5.net/com/?st_kb=q-%e3%83%92%e3%83%bc%e3%83%88%e3%83%9e%e3%83%83%e3%83%97%e3%81%a7%e3%82%8f%e3%81%8b%e3%82%8b%e3%81%93%e3%81%a8%e3%81%af%e4%bd%95%e3%81%a7%e3%81%99%e3%81%8b%ef%bc%9f


 

しかしebook5のように色分けされ、視覚的に表示されると、目で見てすぐにどこがよく見られているのかがわか
ります。 
 
集計したい期間の指定やデバイスごとの解析も柔軟にできるので、デジタルカタログの改良を効率よく重ねるな
ら、ebook5がおすすめです。 
 
 

ebook5を試してみたい方はこちらをクリック 
 

3-5. AI機能充実！効率を重視するならSimplePage 

 
出典：SimplePage 
 

SimplePage 詳細 

概要 

クリックやドラッグでデジタルカタログを作成できる。 
 
1商品ごとでなくブロック単位で画像登録でき、同じブロックを複数のメディアへ展開可
能。 

料金 9,800円(税込)～ 

無料トライアル あり 
30日間 

※2024年10月現在の価格です。 
 
SimplePageは、以下のようなAI機能が充実しているデジタルカタログ作成ツールです。 
 

SimplePageのAI機能 詳細 

説明文の自動生成 商品の仕様から、プロモーションにつながる説明文を作成してくれる。 

多言語変換 商品データをもとにして多言語に変換してくれ、翻訳の時間を省略できる。 

スペルチェック 打ち間違いやスペルミスを検出し、効率的にデジタルカタログを作成できる。 

 
数多くの商品をデジタルカタログに登録したい場合、商品紹介の文章作成には手間や時間が大きな負担となり
ます。 
 
しかしSimplePageならAIによって文章作成からスペルチェック、翻訳までできるので、大幅な時間短縮が可能で
す。 
 
作成してくれた文章をチェックし、加筆や修正をすればいいので、デジタルカタログの作成がスピーディに進みま

 
 

https://www.ebook5.net/
https://www.simple-page.jp/
https://www.simple-page.jp/


 

す。 
 
できるだけ負担なくデジタルカタログの導入をお考えであれば、SimplePageを検討するといいでしょう。 
 
 

SimplePageを試してみたい方はこちらをクリック 
 

3-6. 電話の応答率98.3％！サポート体制の充実を重視するならおりこうブログ 

 
出典：おりこうブログ 
 

 詳細 

概要 PDFデータをスキャンしてカタログ作成でき、テンプレートも備わっている。 
パンフレット作成機能も付いており、印刷して三つ折りパンフレットを作れる。 

料金 システム本体＆初期費用+運用保守費用 
※要問い合わせ 

無料トライアル あり 

 
カスタマーセンターの応答率98.3％と、サポートが充実しているところがおりこうブログの大きな特徴です。 
 
初めてデジタルカタログを作成するにあたってWebに詳しい人材がいない場合、以下のように手こずってしまう
ケースは少なくないでしょう。 
 
・どうデジタルカタログを作ったらいいのかわからない 
・操作方法がマニュアルを読んでもまったくわからない 
・どんな風に工夫したらアクセスが上がるのか知りたい 
 
このようなときに、おりこうブログなら電話もしくはメールでサポートを受けられます。 
 
デジタルカタログ作成ツールのなかにはAIやカスタマーセンターによるチャットでフォローをおこなってくれるとこ

 
 

https://www.simple-page.jp/index.html#features
https://oricoh-blog.com/
https://oricoh-blog.com/


 

ろもあります。 
 
しかし実際はタイムラグによって、じれったい思いをするケースも少なくないでしょう。 
 
おりこうブログなら電話が可能なため、すぐにアドバイスしてもらえるので、悩みをスピーディに解決できます。 
 
編集方法から運営方針まで細かなサポートを受けられるので、安心してデジタルカタログの作成に取りかかれま
す。 
 

おりこうブログを試してみたい方はこちらをクリック 
 

4. デジタルカタログの作成を代行してもらえるおすすめの代行サービ
ス6選 

 
 
ここまではデジタルカタログを自社で作成するための専用ツールについてお伝えしました。 
 
しかしどの企業でもインターネットに詳しい人材ばかりがそろっているわけではなく、デジタルカタログの作成時
間を取れるわけではないでしょう。 
 
そこでここからはデジタルカタログの作成を代行してもらえる、おすすめの代行サービスを6社紹介します。 
 

デジタルカタログの作成代行サービスおすすめ6選 

体感は2倍以上！業務効率の改善を目指すなら新日本印刷株式会社のWONDERCART（ワンダーカー
ト） 
3つのデジタルカタログを取り扱う代行サービス！好みのデジタルカタログを選べるデジタルベリー 
無償でサンプルを提供してもらえる！事前にしっかり質感をチェックしたいなら研文社 
安心材料が充実しているデジタルカタログを選ぶならロゴスウェア 

 
 

https://oricoh-blog.com/


 

手間なくデジタルカタログを作成するならトリックスター 
低価格なのに代行を依頼できる！安く、早くならデジサク 

 
順番に見ていきましょう。 
 

4-1. 体感は2倍以上！業務効率の改善を目指すなら新日本印刷株式会社の
WONDERCART（ワンダーカート） 

 
 

新日本印刷株式会社 概要 

概要 

カタログ制作で使用したデータをもとに、デジタルカタログを制作す
る。 
 
ディレクションからデザイン・動画編集・CG制作といった幅広い対応
のクリエイティブ依頼が可能。 

料金 要問い合わせ 

 
新日本印刷株式会社のWONDERCART（ワンダーカート）を利用すれば、以下のようにあらゆる書類をダウン
ロードできるので、これまでの2倍以上の体感を見込める業務効率の改善が可能です。 
 

 
 



 

 
 
作成したデジタルカタログを使用して簡単に見積書や提案書を作成できるので、受発注業務や営業の効率化が
叶うのです。 
 
見積書や提案書には、当然カタログで使用している製品画像を掲載できるため、「この商品だよね」という共通認
識の下で顧客とのやり取りができます。 
 
結果的に、顧客がスムーズに受注しやすくなったり、受注ミスが減るという効果が期待できるのです。 
 
実際に使用している企業からは 
 
「見積書や提案書をあっという間に作成できるから作業効率が倍以上になった」 
「写真付きの見積書や提案書を送れるから取引先が喜んでいる」 
 
といった声が多いです。 
 
作業効率を改善できればほかのコア業務へさらに集中することもできるので、多くのメリットがあります。 
 
新日本印刷株式会社のWONDERCART（ワンダーカート）については、以下でさらに詳しくお伝えしていますの
でぜひご覧ください。 
 
 

WONDERCART（ワンダーカート）を
詳しく知る 

 

 
 



 

4-2. 3つのデジタルカタログを取り扱う代行サービス！好みのデジタルカタログを選べる
デジタルベリー 

 
出典：デジタルベリー 
 
デジタルベリーはデザインや機能の異なるデジタルカタログを、以下3種類取り扱うデジタルカタログ代行サービ
ス会社です。 
 

デジタルカタログの種類 概要 

HTML5デジタルカタログ 

特徴：シンプルで動きがスムーズ。リピート率が70％を超える。 
向いている企業： 
・カタログのページ数が多い 
・利用者の年齢層が幅広い 
・使いやすさを重視する 
・好みに合わせてカスタマイズしたい 

HTML5 Webook 

特徴：機能が充実しており、本のように扱える 
向いている企業： 
・デザイン性や機能性を重視する 
・利用者は若年層が中心である 
・デジタルカタログをめくりる雰囲気がほしい 
・スマートフォンにも多くの機能を付けたい 

MABook 

特徴：アクセス解析がしやすく、営業に活用しやすい 
向いている企業： 
・アクセス解析をしたい 
・マーケティングツールとして活用したい 
・動画の埋め込みをしたい 
・ユーザー情報を収集したい 

 

デジタルベリーのデザインカタログ費用 
※3つのデジタルカタログ共通 

基本設定費用10,000円 
+ 

デジタルカタログへの変換費用1,500円～ 
+ 

オプション費用 

 
 

https://docs.google.com/document/d/1dfOOhLsGTvgK7fVBpnRzmepiNBSIQpX632fcnAld7_s/edit
https://docs.google.com/document/d/1dfOOhLsGTvgK7fVBpnRzmepiNBSIQpX632fcnAld7_s/edit


 
※2024年10月現在の価格です。 
 
デジタルカタログの制作代行はこれまで1500社以上に登り、サービス提供は10年以上とその十分なノウハウか
ら、安心して任せられるでしょう。 
 
それぞれのデジタルカタログで向いている企業の傾向が異なるので、自社にどのような人材が働いているのか、
何を目的とするのかといったことを考慮しながら導入するといいでしょう。 
 
 

デジタルベリーへ依頼をお考えの方はこちらをクリック 
 

4-3. 無償でサンプルを提供してもらえる！事前にしっかり質感をチェックしたいなら研文
社 

 
出典：研文社 
 

研文社 概要 

概要 

PDFを用意するだけで、デジタルカタログを作成してもらえる。 
 
PDFデータがない場合は制作してもらえ、データ作成～デジタルブック制作～運用まで一社で
完結。 
 
ログ解析機能があるため、ページごとの閲覧数やクリック数といったメーケティング戦略に活か
せる情報を取得できる。 

料金 要問い合わせ 

 
研文社は無償でサンプル提供してもらえるので、仕上がりを目で見て確かめたうえで依頼できます。 
 

無料サンプルの作成 

・用意するものはPDFデータのみ 
・上限10ページまでデジタルカタログを制作 

 
よくデジタルカタログのサンプル例が公式サイト上に提供されているケースもありますが、実際に自社の場合は
どのような仕上がりになるのかわからないケースが一般的です。 
 
しかし研文社なら自社のデータを使い、希望の内容を盛り込みながらサンプルを作成してもらえるので、仕上が
りのイメージや利便性を体感できます。 
 
まずは無料サンプルで研文社のデジタルカタログを体感してみてはいかがでしょうか。 
 

研文社への依頼をお考えの方はこちらをクリック 
 

 
 

https://www.d-berry.jp/
https://www.kenbunsya.jp/
https://www.kenbunsya.jp/
https://www.kenbunsya.jp/


 

4-4. 安心材料が充実しているデジタルカタログを選ぶならロゴスウェア 

 
出典：ロゴスウェア 
 

ロゴスウェア 概要 

概要 PDFを用意するだけで、デジタルカタログを作成してもらえ、最短翌日に納品してもらえ
る。 

料金 
バリュー：ページ単価320円（税別）～ 
レギュラー：ページ単価640円（税別）～ 
エキスパート：ページ単価900円（税別）～ 

※2024年10月現在の価格です。 
 
ロゴスウェアはサポートが充実しており、ユーザーへ以下3つの「安心」を提供しています。 
 

ユーザーへ提供する3つの「安心」できるサポート 

料金：支払いは仕上がったデジタルカタログを確認したあと！無償キャンセルもできる 
納期：バリューとレギュラーの2プランは翌日に納品される 
※エキスパートは4営業日 
修正：納品から3か月以内なら修正や変更を無償で対応してくれる 

 
デジタルカタログは入金後の制作が一般的ですが、ロゴスウェアは仕上がりを見たうえで、納得がいった段階で
の支払いです。 
 
万が一今ひとつの仕上がりなら無償キャンセル対応してもらえるため、安心して依頼できます。 
 
納期も早く、修正に関してもデジタルカタログを運用して効果検証をしたのちに検討できるため、焦らずゆっくり決
められます。 
 
「どのようなデジタルカタログを作成してもらえるのかすぐに知りたい！」といった企業に向いているでしょう。 
 
 

ロゴスウェアへ依頼をお考えの方はこちらをクリック 
 

 
 

https://service.logosware.com/flipper/
https://service.logosware.com/flipper/
https://service.logosware.com/flipper/


 

4-5. 手間なくデジタルカタログを作成するならトリックスター 

 
出典：トリックスター 
 

トリックスター 概要 

概要 
・シンプルプラン：PDFを送り、決済後に納品される。 
・カスタマイズプラン：顧客の要望を調整し、必要に応じてオプションも活用しな
がら作成。 

料金 要問い合わせ 
>簡易的なシミュレーションはこちら 

 
トリックスターなら面倒な作業を極力減らし、早い納品が見込めます。 
 
以下の5つの機能をもつシンプルプランの場合は、必要事項を申し込みページへPDFデータとともに申し込み
後、決済するだけなので面倒なやりとりは一切不要です。 
 

シンプルプランの機能 

・ペン機能：デジタルカタログに書き込みできる 
・拡大・縮小表示：マウスで拡大・縮小ができる 
・全文検索：デジタルカタログ内の文字を検索できる 
・ウィンドウリサイズ：表示画面の全画面表示ができる 
・ページ一覧：サムネイル画像で一覧表示させ、目的のページを早く探せる 

 
申し込み後は2～3営業日でデジタルカタログが届くため、何度も担当者とやりとりする必要はありません。 
 
必要最低限の機能だけのシンプルな仕様なので初心者にも扱いやすく、迷わず使用できるでしょう。 
 
また、より細かく要望を伝えられ、機能も増えるカスタマイズプランでは、以下の流れで依頼します。 
 

カスタマイズプランのデジタルカタログ代行サービスの流れ 

1. 問い合わせ 
2. 見積もり発行 
3. 正式発注 

 
 

https://web-trickster.com/service/digitalcatalog/
https://web-trickster.com/service/digitalcatalog/simulation.php
https://web-trickster.com/service/digitalcatalog/
https://web-trickster.com/service/digitalcatalog/order.php


 

4. 入稿 
5. サンプルの納品 
6. 正式なデジタルカタログの納品 
7. 請求書発行 

 
カスタマイズプランのほうが企業の要望を反映するため工程数があるように見えるかもしれません。 
 
しかし企業がすることは、どのようなデジタルカタログにしたいのかを伝え、仕上がりの確認だけなのでのこりは
すべてトリックスターへおまかせです。 
 
見積もり後の発注確定まで進めば、その後はスムーズに納品されるので手間はほぼないと考えていいでしょう。 
 
「手間なく早くデジタルカタログを作成したい！」という方はトリックスターへご相談してみてはいかがでしょうか。 
 
 

トリックスターへ依頼をお考えの方はこちらをクリック 
 

4-6. 低価格なのに代行を依頼できる！安く、早くならデジサク 

 
出典：デジサク 
 

デジサク 概要 

概要 

デジタルカタログにしたいPDFデータを送ると、最短翌営業日にデジタルカタログを納品し
てもらえる。 
 
HTML5で構築されているので、マルチデバイスに対応。 

料金 基本料金：3,300円（税込） 
1ページの料金：220円（税込） 

※2024年10月現在の価格です。 
 
デジサクなら低価格で、デジタルカタログの制作代行を依頼できます。 
 
デジタルカタログの制作代行を依頼する場合、基本料金が10,000円以上したり、ページ単価が数千円したりと代
行業者によって料金設定の幅がかなり広いです。 
 
そのようななか、デジサクのデジタル制作サービスは基本料金が3,300円（税込）、1ページあたりの料金が220
円（税込）と低価格です。 

 
 

https://web-trickster.com/service/digitalcatalog/
https://www.digisaku.com/
https://www.digisaku.com/


 

 
たとえオプションを付けたとしても、以下のように330円～なので（税込）手が出ないというほどの高額にはなりま
せん。 
 

 
出典：デジタル「オプション料金」 
※2024年10月現在の価格です。 
 
デジタルカタログ代行サービスのなかには、オプション設定に基本料金がかかるケースもあるので、デジサクの
料金設定は良心的といえるでしょう。 
 
安くデジタルカタログの制作代行を依頼するなら、デジサクがおすすめです。 
 

デジサクへ依頼をお考えの方はこちらをクリック 
 

5. まとめ 
ここまで、デジタルカタログを作成するための無料・有料のツールと代行業者について紹介しました。 
 
最後にお伝えした内容をまとめていきます。 
 
◎デジタルカタログを無料で作成できるおすすめの専用ツールは、以下6つです。 
 

デジタルカタログを無料で作成できるおすすめのツール6選 

会員限定サイトや社員向けサイトを構築したいならActiBook 
初心者が利用するならテンプレートが豊富なCanva 
視覚化させたいデータがたくさんあるならVisme 
自動チェック機能でミスなく作成するならラクスル オンラインデザイン 
使い慣れたPowerPoint形式で作るならパワポン 
SNSを利用しているならサイズ合わせが簡単なVista Create 

 
◎デジタルカタログを有料で作成するときのおすすめ専用ツールは、以下6つです。 
 

デジタルカタログを作成するときのおすすめ有料ツール6選 

表現の自由度の高いデジタルカタログを作成するならHTML5のAirLibro 
紙のように手書きでメモを書き込みたいならmeclib 
マニュアルがなくても大丈夫！操作が簡単なデジタルカタログならFLIPPER U2 

 
 

https://www.digisaku.com/price/
https://www.digisaku.com/


 

「どこが、どのくらい見られているか」がわかる！解析の容易さならヒートマップ解析ができるebook5 
AI機能充実！効率を重視するならSimplePage 
電話の応答率98.3％！サポート体制の充実を重視するならおりこうブログ 

 
 
◎デジタルカタログの作成を代行してもらえる、おすすめの代行サービスは以下6社です。 
 

デジタルカタログの作成代行サービスおすすめ6選 

体感は2倍以上！業務効率の改善を目指すなら新日本印刷株式会社のWONDERCART（ワンダーカー
ト） 
3つのデジタルカタログを取り扱う代行サービス！好みのデジタルカタログを選べるデジタルベリー 
無償でサンプルを提供してもらえる！事前にしっかり質感をチェックしたいなら研文社 
安心材料が充実しているデジタルカタログを選ぶならロゴスウェア 
手間なくデジタルカタログを作成するならトリックスター 
低価格なのに代行を依頼できる！安く、早くならデジサク 

 
ぜひ本記事を参考に、あなたの企業にとって有益なデジタルカタログを作成してください。 
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